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南新電気工業株式会社

【ごあいさつ】

【環境経営理念】

【環境経営方針】

1. 電力消費量の削減およびガソリンの使用量を削減し、CO2排出の低減に努めます。

2. 省エネ商品の提案及び環境に配慮した製品の情報を常に収集し、積極的に啓蒙及び提供をします。

4. 自社倉庫の３S「整理・整頓・清掃」を徹底し、無駄な資材の発生を抑制します。

5. 環境関連の法規を遵守します。

7. 地域で行われている環境保全活動に積極的に参加し、地域でのコミュニティーの充実をはかります。

8.　環境活動レポートを社内外へ公表し、社会とのコミュニケーションを積極的に行います。

9.　環境経営の継続的改善を推進してまいります。

制定日 2018年10月23日
南新電気工業株式会社

代表取締役

　昨今において、日本経済は目まぐるしく変化しており、その中でも地域経済の状況等の変化、資材等の
価格高騰、少子高齢化に伴う人手不足、環境配慮への社会的関心の高まりなど、各企業は対処すべき努力
を強いられております。
　2015年に「国連持続可能な開発サミット」が開催され、「持続可能な開発のための2030アジェンダ」と
共に、「パリ協定」が採択されました。
　建設業界で企業活動をしている当社におきましても、資源・エネルギーの使用と消費、温室効果ガスや
建設廃棄物の排出等、地球環境に多くの負荷を発生させており、それらの低減に努めるため、社会から積
極的な環境への取組が求められていると常日頃より感じております。
　さて、当社は1955年会社設立以来、電気設備工事を通じて地域社会に貢献すべく努力を重ね、おかげさ
まで2014年に60周年を迎え現在に至っております。
　今後も当社が地域社会で活動するためには、提供するサービスに対する顧客満足の向上に加えて、環境
活動の推進にも精力的に取り組んでいかなければなりません。
　よって当社は下記の方針を掲げ、社員一丸となって目標達成に向けて取り組んでまいります。

南新電気工業株式会社は
「私たちは、国民の人々からなくてはならない存在でありたい」
企業活動を通して　① お客様を師と仰ぎ、満足を与えましょう。② 社会により多くの貢献を与えましょ
う。③ 私たちにより多くの豊かな生活を与えましょう。
　という経営理念に基づき、電気設備工事を通じて地域社会に貢献するために
『地域のインフラ整備を通じた環境にやさしい街創り』を提案、提供すると共に、
省エネ・再生可能エネルギーシステムの啓蒙等の環境保全及び改善活動を積極的に努めていきます。

3. 電設資材の省資源廃棄物の３Ｒ「ﾘｻｲｸﾙ（Recycle）（再資源化）・ﾘﾕｰｽ（Reuse)（再利用）・
　 ﾘﾃﾞｭｰｽ（Reduce）（資源の抑制）」を推進します。

6. 環境方針、目標を定め、全社員に徹底し、環境保全・省エネルギーに対する情報を収集し、
　 会社全体で改善・向上に努めます。
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南新電気工業株式会社

【組織の概要】
(1) 名称及び代表者名

社名 南新電気工業株式会社
代表取締役 金子　好成

(2) 所在地
本社 〒391-0002

長野県茅野市塚原二丁目４番３号
TEL　0266-72-4158㈹
FAX　0266-73-5881

上倉庫 長野県茅野市本町西１－２
下倉庫 長野県茅野市塚原二丁目４番３号
諏訪営業所
塩尻営業所

本社　社屋

          本社へのアクセスマップ

(3) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者 三浦　和晃
環境事務局 永澤　喜美子
連絡先 TEL 0266-72-4158㈹

FAX 0266-73-5881
e-mail soumu@nanshin-denki.co.jp

(4) 事業内容
建設業の許可 長野県知事（特-28）第2209号　電気工事業

長野県知事（般-28）第2209号　電気通信工事業
長野県知事（般-28）第2209号　消防施設工事業

業務内容

(5) 事業規模
資本金 3,000万円
創業 昭和30年 4月

単位 2020年度 2021年度 2022年度
件 1,185 1,039 945（見込）

百万円 886 856 945（見込）
人 23 24 28

m2 350 350 350

m2 1,090 1,090 1,090

【対象範囲および対象期間】
事業年度 4月1日～3月31日
登録組織名 南新電気工業株式会社
認証登録範囲

倉庫

営業所 長野県諏訪市大手１丁目３番１号
長野県塩尻市大字北小野５０６５番地２

電気設備工事・制御設備工事・空調設備工事・電気通信設備工事・消防施
設工事・太陽光発電システム工事の設計、施工

活動規模
工事等の件数

売上高
従業員

事務所床面積

倉庫床面積

・全組織・全活動・全従業員
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南新電気工業株式会社

【役割・責任及び権限・組織図】

名称 役割・責任及び権限

環境最高責任者

■環境経営に関する統括責任
■環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知
■EMS関連文書の評価・見直し及び承認
■EMSに必要な資源（人・物・金）の準備
■緊急時の統括

環境管理責任者

■EMSの構築、実施、維持管理
■EMSの教育、訓練計画の立案及び実施責任者
■EMSの実績報告
■問題点の是正及び予防措置の対策指導

環境管理事務局

■EA21推進会議の事務局
■環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
■「環境関連法規等チェックリスト」の作成
■環境目標・環境活動実施計画書原案の作成
■環境活動実施計画の実績集計
■環境関連の外部コミュニケーションの窓口
■環境活動レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

EA21推進委員会

■自部門における環境経営システムの実施
■自部門における環境方針の周知
■自部門の従業員に対する教育訓練の実施
■自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告
■特定された項目の手順書作成及び運用管理
■自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成､テスト･訓練･記録
■自部門の問題点の発見、是正、予防処置
■毎月１回の環境推進委員会の開催

建設現場
環境管理責任者

■環境活動の管理
■毎月の環境活動における実施状況、結果及び問題の報告

実施部門責任者
■環境活動の実施の指示
■環境活動における問題点の提起

従業員
■エコアクション２１の理解
■環境活動の実施

環境最高責任者
代表取締役 金子 好成

環境管理責任者
三浦 和晃

現場責任者

環境管理責任者

事務所

建設現場

EA21推進委員会

環境管理事務局
永澤 喜美子

営業部
取締役 金子 悦子

工事部
取締役 金子 圭佑
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南新電気工業株式会社

　法規遵守状況についてチェックを行いました。今年度について、問題のないことを確認しました。
また、同様に関係機関及び近隣住民からの指摘、苦情、訴訟などは発生しておりません。

【環境関連法規等の遵守状況の評価】

　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通りです。
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南新電気工業株式会社

【環境経営目標及び実績】

購入電力排出係数

中部電力　2017年度

0.472（kg-Co2/kwh）

【環境活動計画及び実績・評価】

評価

判定

評価

CO2排出量に

対する100%の

発電量の確保

判定

活動内容 実績　　

電力の削減 冬場の寒さの為、事務
所のエアコンを継続し
て使用したなどの理由
で、数値が高い月があ
り、目標は達成出来ま
せんでした。使ってい
ないOA機器の消灯な
ど、出来ることを続け
ていきます。

【残業時間の削減】
・事務所照明不要時には消灯

・OA機器の消灯
・節電の呼び掛け（ﾎﾟｽﾀｰ等）

・空調設備のﾌｨﾙﾀｰ清掃

目標：基準年度比 -6%

×

活動内容 実績　　

太陽光発電 季節・天候などによっ
て数値が下がる月も
あり予想がつかない
が、目標は達成出来
ました。

・太陽光発電設備の

  定期点検

目標：電力消費による

〇

※評価 ○：累積達成
×：累積未達成
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原単位

目標

基準年

実績

kg-CO2/百万
円

（3年目標）

2017年 2023年 2024年 2025

（基準年度）（目標） （実績） （目標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標） （目標）

kg-CO2 13,521 12,845 14,490 12,845 16,512 12,710 14,940 12,575 12,575 12,440

基準年度比率 - 5% 削減 × 5% 削減 × 6% 削減 × 7% 削減 7% 削減 8% 削減

kg-CO2 - - - - - - - - - -

実施年度
の電力消
費に対す
る比率

- 120%発電 〇 100%の発電 〇 100%の発電 〇 100%の発電 100%の発電 100%の発電

kg-CO2 52,309 49,694 44,635 49,170 43,852 48,647 44,197 48,124 48.124 47,601

基準年度比率 - 5% 削減 〇 6% 削減 〇 7% 削減 〇 8% 削減 8% 削減 9% 削減

㎥ 117 111 104 110 114 109 84 108 106 105

基準年度比率 - 5% 削減 〇 6% 削減 × 7% 削減 〇 8% 削減 9% 削減 10% 削減

ｋｇ 784 745 499 737 516 729 714 721 721 713

基準年度比率 - 5% 削減 〇 6% 削減 〇 7% 削減 〇 8% 削減 8% 削減 9% 削減

ｋｇ 91,246 9,225 36,565 85,771 22,246 85,771 29,037 84,859 84,859 83,946

基準年度比率 - 5% 削減 × 5% 削減 〇 6% 削減 〇 7% 削減 7% 削減 8% 削減

ｋｇ 12,640 - - - - 10,112 1,898 1,860 1,822 1,784

基準年度比率 - - - - - 20% 削減 〇 2% 削減 4% 削減 6% 削減

件 - 20 32 35 64 35 109 38 38 39

基準年度比率 - 16% 増加 〇 18% 増加 〇 31% 増加 〇 18％増加 18％増加 20% 増加

件 7 5 2 5 2 5 7 5 5 5

基準年度比率 - - × - × - 〇 - - -

kg-CO2 65,830 62,539 59,125 62,015 60,364 61,357 59,342 60,699 60,699 60,041二酸化炭素排出量　総量

混合廃棄物の削減

（基準年度2020年）

省エネ製品の提案

（2020年）

地域ｺﾐｭﾆﾃｨｰへの積極的参加

（2017年）

水道水の削減

（2017年）

一般廃棄物の削減

（2017年）

産業廃棄物の削減

（2019年）

電力の削減

（2017年）

太陽光発電設備による発電

自動車燃料の削減

（2017年）

活動内容
（基準年度）

単位
2020年 2021年 2022年
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南新電気工業株式会社

評価

判定

評価

判定

評価

判定

評価

判定

評価

判定

活動内容 実績　　
自動車燃料の削減 昨年に続き、車の乗り

合いの徹底を行ったこ
とにより、燃費の向上
が見受けられます。今
後も継続していきま
す。

【低燃費車両の導入

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ及び車両点検

・車の乗合い

・車両の3S活動の実施

・作業車での休憩時のアイドリングストップ

目標：基準年度比 -7%

〇

活動内容 実績　　

水道水の削減 冬場に水道使用量が
多くなる傾向がありま
す。今後ともトイレ使
用時のレバーの使い
分けを行っていきま
す。

・節水の呼び掛け（ﾎﾟｽﾀｰ等）

・トイレ使用時のレバーの使い分け

目標：基準年度比 -7%

〇

活動内容 実績　　

一般廃棄物の削減 コピー用紙の裏紙利
用の徹底を排出量削
減につなげていきま
す。

・一般ゴミ分別パトロール

・コピー用紙の裏紙使用 

・紙類のｼｭﾚｯﾀｰ及び機密廃棄

目標：基準年度比 -7%

〇

活動内容 実績　　
産業廃棄物の削減 工事規模と内容に排

出量が左右されます
が、産廃分別パトロー
ルや倉庫の3S活動を
通して、分別意識が定
着してきています。今
後も活動を続けていき
ます。

・電設資材の3R

・産廃ゴミ分別パトロール

・倉庫の3S活動の実施

目標：基準年度比 -6%

〇

活動内容 実績　　
混合廃棄物の削減 分別ルールを明確に

したことと、分別パト
ロールを行ったこと
で、排出量の抑制に
努めました。

・週2回の産廃ゴミ分別

パトロール時に混合物

を点検

目標：基準年度比 -20%

〇
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南新電気工業株式会社

評価

判定

評価

判定

【環境活動の取り組み】

ごみの分別活動　（週２回実施）

 8：00～8：30
産業廃棄物分別活動

 エアコンのフィルター清掃

2022年6月30日 2022年10月28日
南新電気工業㈱事務所・2階会議室・休憩室エアコン

活動内容 実績　　
省エネ製品の提案 数値にバラツキはある

が、年間目標の20件
を達成することが出来
ている。

【新商品の提案】

・省エネ製品の提案

・照明器具LED化工事の受注

・エアコン取替工事の受注

目標：年35件

〇

活動内容 実績　　
地域コミュニティーへの積極的参加 新型コロナウイルスの

影響でイベント等の開
催が少なかったため、
地域コミュニティーへ
の参加が少なかったと
いえる。

・まちゼミへの出展

　（環境関連商品の紹介）

・各種ｲﾍﾞﾝﾄへの省ｴﾈ商品の展示

・自社独自の清掃活動他

目標：年間5件

〇

活動内容

日　　時
場　　所

活動の
様子

活動内容

日　　時
場　　所

活動の
様子
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南新電気工業株式会社

ビーナスライン輝くみちづくり（歩道のゴミ拾い・除草作業）　茅野市建設事業団

2022年7月7日  8：00～12：00
ビーナスライン沿線上

省エネ器具への取替え

道路清掃　（自社独自の活動）

2022年10月12日  7：00～7：45
本社付近の歩道

活動内容

日　　時
場　　所

活動の
様子

活動内容

日　　時 2022年9月13日
場　　所 南新電気工業㈱事務所倉庫3階

活動の
様子

活動内容

日　　時
場　　所

活動の
様子

事務所倉庫3階のLED化
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南新電気工業株式会社

緊急事態想定訓練（救命入門コース45分）

2023年3月10日  17：30～18：15
南新電気工業㈱2階会議室

【代表者による評価・見直し】

　　電力の削減・・・OA機器の消灯について、若手社員を中心に指導をしていきます。
　　太陽光発電・・・太陽光発電設備の定期点検を行います。
　　自動車燃料の削減・・・アイドリングストップと乗り合いの徹底を指導します。
　　一般廃棄物の削減・・・印刷の前にプリンターの設定を確認して無駄な紙の消費を減らします。
　　産業廃棄物の削減・・・産廃ゴミ分別パトロールを行います。
　　混合廃棄物の削減・・・分別ルールの細分化を進めていきます。
　　水道水使用量の削減・・・事務所２階のトイレを節水型トイレに変更して下さい。
　　省エネ製品の提案・・・太陽光発電設備の営業を強化していきます。

　　平成24年4月よりエコアクション21の認証を取得してから10年以上が
　経過しますが、CO2の排出量削減目標を達成できていない状況であります。
　　しかしながら、環境活動の推進し、目標を達成していくためには、
　設備の更新に目を向けていくだけでなく、社員一人ひとりへの教育や協力業者
　への指導を進めていくことが重要であると感じております。
　　今年1年間不十分な活動もありましたが、社内では環境活動が着実に浸透して
　おります。まだまだ克服しなければならない問題も多いですが、
　着実に活動を進めていくことで、より良い環境づくりに努めてまいります。

　　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

2023年3月31日
南新電気工業株式会社
代表取締役　金子　好成

活動内容

日　　時
場　　所

活動の
様子
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南新電気工業株式会社

【次年度の環境経営目標及び環境経営計画】

　◎二酸化炭素排出量の削減 （基準年度より 5,131 ｋｇ-CO2の削減）
・消費電力の削減　　　
①会社3階走行照明器具LED化　②空調設備のフィルター清掃　③使わない照明・OA機器を消す　
④節電の呼びかけ（ポスターなど）

・自動車燃料の消費量削減
①低燃費車両の導入　②車の乗り合い　③車の整理整頓（３S）　

　◎廃棄物の削減 （基準年度より 6,488 kgの削減）
　 ・紙類のリサイクル

①ゴミの分別パトロール　②コピー用紙の裏紙利用の推進　③紙類のシュレッダー及び機密廃棄

・電設資材の３R　
①ゴミの分別パトロール　②倉庫の３S活動の推進

・混合廃棄物の分別
①ゴミの分別パトロール　②細分化表示

　◎節水 （基準年度より 9 ㎥の削減）
①トイレ使用時の大小レバーの使い分け（ECO小推奨）　②節水の呼びかけ

　◎省エネ製品の提案 （目標件数より 6 件の増加）

　◎地域コミュニティの参加
①各種イベントでの省エネ商品の展示　②自社独自の清掃活動等　③まちゼミへの参加

①照明器具LED化工事の受注　②エアコン取替工事の受注
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